
『アルヴァイナの堕落』論

「堕 落 」 の 意 味(1>一 一 一

山 田 晶 子

序

『ア ル ヴ ァ イ ナ の 堕 落 』1)は
,原 題 がTheLostGir12)で あ る。 こ の"Lost"

と い う言 葉 の 意 味 は,辞 書 に よ る と大 き く分 け て9つ あ るが3),こ れ ら

の うち で こ の 小 説 に 当 て は ま る の は5つ で あ る と考 え られ る。 つ ま り

"L
ost"に は 重 層 的 な意 味 が 含 ま れ て い る の で あ る。 これ ら5つ の 意 味

と は ① 「失 わ れ た,な くな っ た 」,② 「ゆ くえ 不 明 の 」,③ 「道 に 迷 っ

た 」,④ 「夢 中 に な っ た 」,そ して ⑤ 「狂 気 の よ うな 」 で あ る。 この 五 っ

の 意 味 は 小 説 中 で 具 体 的 に どの よ うな 内容 を表 わ して い るか と言 え ば,

① は 「ア ル ヴ ァイ ナが(自 らの 上 流 階級 意 識 を)失 っ た,ゆ え に堕 落 し

た 」 とい う意 味 で あ り,② は 「(アル ヴ ァ イ ナ が イ タ リ ア の 山 中 に夫 の

チ ッチ ョ と入 っ て い っ た た め に イ ギ リス の 良 識 あ る 中 ・上 流 社 会 か ら)

姿 が 見 え な くな っ た,つ ま りゆ くえ 不 明 に な っ た 」 とい う意 味 で あ り,

③ は 「(アル ヴ ァ イ ナ が,チ ッ チ ョ と結 婚 す る以 前 に ミッ チ ェ ル 医 師 と

婚 約 して お り,そ の 医師 か ら離 れ た後 チ ッ チ ョに 求 婚 され たが どち ら を

選 ぶ か を)迷 っ た 」 と い う意 味 で あ り,④ は 「(アル ヴ ァ イ ナ が チ ッ

チ ョに)夢 中 に な っ た」 とい う意 味 で あ り,そ して⑤ は アル ヴ ァ イ ナ が

ナ ッチ ャ ・キ イ ・タ ワ ラ座 と一 緒 に旅 回 りをす る とい う こ とを聞 い た ミ
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ス ・ビネガーが 「あなた(ア ルヴァイナ)は 狂 っている」 と叫ぶ ときの

「気が狂 った」 という意味である。 しか しこれ ら5つ の意味合いが全て

「文字通 りに」彼女に当てはまるのか と言えば,筆 者にはそうではない

と思われる。

『アルヴァイナの堕落』が1920年 に出版 されて以来,様 々な批評が書

かれているが,そ れらの中にはアルヴァイナが文字通 り 「堕落 した」女

性であり 「ゆ くえ不明になった」女性であるとして,ア ルヴァイナの生

き方を否定的に捉え,こ の小説を低 く評価 しているものがある。たとえ

ばヴァージニア ・ウルフは 「アルヴァイナは徐々に姿を消 してゆき,最

後 には我々は もはや彼女の存在が消えて しまった とい う思いだけにな

る」 と述べているし4),キ ャサ リーン ・マンスフィール ドは 「ロレンス

は,人 間性や想像力を否定 している。男女の主人公 は非人間的である。

彼 らは感じることができない動物である。顔がないし理知がない」 と述

べ5),ま たマンスフィール ドの夫であ りロレンスの理解者であったジョ

ン ・ミドル トン ・マ リはある程度はこの小説を賞賛 しているが,主 人公

の2人 については 「彼 らは互 いの周 りを ぐる ぐる回っている動物であ

る。そしてこの人間以下の層においては人間のどんな運命も決定 される

ことはできない。アルヴァイナとチッチョは我々が理解できない言葉を

話す水槽の中の生物である」6)と批判的に述べている。 またグ レアム ・

ハブは,小 説 中のイギ リスの場面 とイタリアの場面が調和 してお らず,

この小説は最 も退屈で最 も個性がな くて駄作に最 も近いものであると述

べている7)。更 にR・E・ プリチャー ドは,こ の小説 に表われているリ

アリズムを賞賛 しているが,ア ルヴァイナは半分は自己解放をしている

が半分は自己破壊に陥っているとし,こ の小説の題名は半分だけアイロ

ニ ックであると述べている8)。

一方で
,ア ルヴァイナの生 き方を肯定的に捉えている研究者も少ない

ながらいる。ジュリアン ・モイナンは,ア ルヴァイナのチッチ ョとの結
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婚 を肯定的に捉え,「彼女が姿を消 したとい うことは再 び発見されるた

めに必要なことである」9)と論 じている。モイナンと同 じく,ア ルヴァ

イナの生 き方を肯定的に捉えているのは,ヴ ィーナーであり10),ま た朝

日千尺11)であ り,ア リスター ・ニヴン12)であ り,マ イケル ・ベル13)であ

る。彼 らはアルヴァイナが故郷のイギリスのウッ ドハウスを捨ててイタ

リアの山中に入った ことを自らの再発見であ り,必 要なことであった,

と捉 えている。 ロレンス自身は,こ の小説を書 き終えた後で,キ ャサ

リーン ・カーズウェルに宛てた手紙において 「(アルヴァイナ)は 道徳

的に堕落 してはいない」14)と述べている。筆者にも,主 人公であるアル

ヴァイナの生き方を小説全体の文脈の中で考 えてみる時,ロ レンスは,

この言葉"Lost"を 肯定的な意味で使っていると思われる。

本論では,『アルヴァイナの堕落』における 「堕落」の意味を考 えて,

この小説 中におけるロレンスの思想 を考察 してみたい。題名の訳では

「堕落」 と名詞 として表わ しているが
,こ れは"Lost"と いう形容詞の

意味を名詞 として表記 したものである。筆者は,ア ルヴァイナの生き方

は,既 成の価値観 を批判するものであり,ロ レンスが第1作 から書き続

けてきた主題 「黒い男性」によるキ リス ト教文明の批判 という主題がこ

の小説で大きく出ており,こ れがアルヴァイナとチ ッチ ョの結婚 に表わ

されていると考 える。チ ッチ ョとい う男性は 「黒い男性」15)の代表 的な

1人 であ り,『恋す る女たち』の主人公バーキンと同じくらいに重要な

存在であると思われる。そ して 『アルヴァイナの堕落』について肯定的

に論 じている研究者の論 と筆者の論が異なる点は,他 の研究者は,ロ レ

ンスがキリス ト教文明批判を してお りその代わりに異教の賞賛を してい

ることに言及 していないのだが,筆 者 はロレンスがチッチ ョをアルヴァ

イナを導 く黒い男性 であ りまた彼は動物的 ・本能的な存在が強調 されて

いる異教の使者であることを描いているのだということを強調する点で

ある。
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小 説 の 時 代 背 景 は 第 一 次 世 界 大 戦 の 始 ま る直 前 の1913年 頃 か ら ア ル

ヴ ァ イ ナ が 成 長 し て20代 の 女 性 に な る1930年 代 まで で あ る。 この 頃 ア

ル ヴ ァ イ ナ の 父 親 の ジ ェ イ ム ズ ・ハ フ トンが 結 婚 し,ア ル ヴ ァ イ ナ が 誕

生 す る。 ロ レ ン ス が この 小 説 を 書 き始 め た 時代 は 第 一 次 世 界 大 戦 が 始 ま

る直 前 で あ り,な お も ヴ ィ ク ト リア朝 時 代 の 女 性 の 生 き方 が 中 ・上 流 階

級 の 女 性 に は 当 然 の こ と と考 え られ て い た 。 そ れ は 「家 庭 の 天 使 」16)と

い う生 き方 で あ っ た。 しか し,『 ア ル ヴ ァ イ ナ の 堕 落 』 は,1912年12月

の 最 初 の構 想 段 階 で は 『エ ル ザ ・カ ル ヴ ァ ウ ェル 』(ElzaCulverwe〃)と

い う題 名 で あ っ た が,1913年1月 に は 『ハ フ ト ン 嬢 の 反 抗 』(The

InsurrectionofMissHoughton)と して 書 き直 され た こ とか ら伺 え る よ う に,

主 人 公 ア ル ヴ ァ イ ナ ・ハ フ トン は ヴ ィ ク トリア 朝 の 女 性 の 生 き方 に反 抗

し よ う と して い る の で あ る。 そ の後 『階 級 の 異 な る 男 女 の 結 婚 』(Mixed

Marriage)と い う題 名 に も変 え られ,更 に 最 終 的 に は 『ア ル ヴ ァイ ナ の

堕 落 』 と して1920年 に 出 版 さ れ た。 本 論 の 構 成 は,「 序,1ア ル ヴ ァ イ

ナ の 父 親 の 堕 落 の 意 味,IIア ル ヴ ァ イ ナ の 「堕 落 」 の始 ま り ① 黒 い 男

性 グ ラ ハ ム との つ き合 い ② 助 産 婦 見 習 い,mア ル ヴ ァイ ナ の迷 い,Iv

ナ ッ チ ャ ・キ イ ・タ ワ ラ 座,Vア ル ヴ ァ イ ナ とチ ッチ ョの 結 婚 結 論 」

で あ る。 今 回 の 論 文 で は,「IIIア ル ヴ ァイ ナ の 迷 い 」 まで を掲 載 して お

り,IV章 以 降 は次 回 の 論 輯 に載 せ る予 定 で あ る。

二
六
九

1ア ルヴァイナの父親の堕落の意昧

小 説 の地 理 的 背 景 は イ ギ リス の 中部 地 方 で,ウ ッ ドハ ウ ス と呼 ば れ る

地 方 で あ る。 この地 名 は,多 くの 研 究 者 が 指 摘 して い る よ うに ロ レ ン ス

の 故 郷 の イ ー ス トウ ッ ドが モ デ ル に な っ て い る と思 わ れ る。

アル ヴ ァイ ナ は,地 方 町 の他 の 人 々 か ら は一 目置 か れ る富 裕 で 教 養 あ

る 両 親 の 元 に 誕 生 す る。 ウ ッ ドハ ウ ス は 確 立 し た 町(well-established
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『ア ル ヴ ァイナ の堕落 』論

society:1)で あり,人 口1万 人位である。彼女の父親ジェイムズの性質

には,ロ マンチックさと商人 としての計算高さが混ざり合っている。彼

は金を目当て として妻 クラリッサ と結婚 した と思われる。 しか し妻が3

千ポンドの持参金を持って来 ると思っていたのに,8百 ポンドしか持っ

て来なかったので,決 して彼女を許そうとしなかった,と 書かれている

ように,金 を求めるスノッブだという印象を受ける。

ジェイムズの妻のクラリッサは,ア ルヴァイナを出産後は,夫 から女

として扱われな くなり神経を病んで不幸せな人生を歩むことになる。ク

ラリッサの不幸の原因は,全 てが夫ジェイムズの妻に対する非人間的な

態度にあるとは言い切れないが,夫 としてのあ り方が批判 されている部

分は大いにあると考えられる。その批判 は,マ ンチェスターハ ウスとい

うジェイムズの館が,彼 の商売の失敗の繰 り返 しによってだんだん縮小

されてい くことに表われている。マンチェスターハウスの 「マ ンチェス

ター」 とい う名前 は,ジ ェイムズが扱っている女物の服や生地が大都会

のマンチェスターか ら仕入れて こられたものとい うことから来ている。

妻 との血 と肉を備 えた官能的な交流を排 して,女 物の服地や衣裳 に執着

す るジェイムズは,い びつな男性 と言えるであろう。

しか し,彼 の地元の住人にとっては,高 級な服や服地は,安 売 りされ

たとしても着 るのには抵抗があって,嫌 悪された り笑いの種にされ るも

のである。マ ンチェスターハウスの1階 の売 り場は半分に縮小 されて,

残 りの半分 は他人の手に渡 る。更 にそれは三分 の一に縮小されて しま

う。 しか し,ジ ェイムズは,ゴ ム製品の販売や靴下の販売を手がけるが

これも失敗 し,ク ロンダイクというレンガ鉱の開発に乗 り出した り,炭

鉱の開発に乗 り出 した りするが,こ とごとく失敗 して しまう。女物の服

商売か らレンガや石炭を扱 う仕事に転換 していったジェイムズは,ど ん

どん無機的な人間に変化 していった と思われる。このようなマンチェス

ターハウスの没落の過程の中でアルヴァイナは成長 していき,27歳 に
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な っ た の で あ る。

彼 女 の母 親 が 病 弱 で あ っ た た め に,ア ル ヴ ァイ ナ が5歳 の と き に家 庭

教 師 の ミス ・フ ロ ス トが 雇 わ れ る。 彼 女 は 堂 々 と した 独 身 の30代 の 女

性 で,ピ ア ノを ア ル ヴ ァ イ ナ や ウ ッ ドハ ウ ス の 人 々 に教 え る。 ジ ェ イ ム

ズ が 経 済 的 に 力 が な い の で,彼 女 が ピア ノ教 師 と して金 を稼 い だ の で あ

る。 ミス ・フロ ス トは,白 髪 が 特 徴 で あ る こ とが 強 調 され て い る が,町

の 人 々 に は 本 物 の 「レイ デ ィ ー 」 と して 尊 敬 され て い る。 しか しア ル

ヴ ァイ ナが 成 長 した 頃,彼 女 は 亡 くな る。

マ ンチ ェ ス タ ー ハ ウス に は,も う1人 の 女 性 が 家 政 を賄 う人 と して 雇

わ れ るが,こ の 女 性 は ミ ス ・ビネ ガ ー で あ る。 彼 女 も独 身 で あ り平 凡 な

女 性 で あ るが,家 政 を きち ん と賄 う こ とが で き る とい う長 所 が あ り,マ

ン チ ェス ター ハ ウ ス に な くて は な ら な い存 在 に な る。 しか し 「女 性 」 と

して は魅 力 が あ る とは思 わ れ な い し,町 の 人 々 の 間 で も ミス ・フ ロ ス ト

ほ どに は 存 在 感 を 感 じ られ な い。

マ ンチ ェス タ ー ハ ウ ス の 大 人 の住 人 た ち は,と に か く世 間 に 指 差 さ れ

な い よ う に一 生 懸 命 生 き て い る とい う印 象 を 与 え る が,人 間 と して 充 実

し た生 き方 を して い る か とい え ぼ,そ の 点 で は 読 者 に物 足 ら な さ を 与 え

るの で あ る。

そ して マ ン チ ェス タ ーハ ウス が 没 落 して い っ た 原 因 は,女 とい う も の

を 無 視 して い た ジ ェイ ム ズ の 生 きか た の い びつ さ に よ る,と い う こ とに

あ る の で は な い の か と思 わ れ る。 だ が,彼 の娘 ア ル ヴ ァ イ ナ は,不 幸 を

抜 け 出 して再 生 を 果 たす こ と に な る 。 原 題TheLostGirlの"Lost"に は

1つ の意 味 と して 「失 わ れ た 」 と い う意 味 が あ るが,マ ン チ ェス タ ー ハ

ウ ス の 没 落 に は,こ の 意 味 が 込 め られ て い る と思 わ れ る。 つ ま りマ ン

チ ェ ス タ ー ハ ウ ス か ら は権 威 と裕 福 さ が 文 字 通 り 「失 わ れ た」 の で あ り

文 字 通 り 「堕 落 」 した こ とに な るの で あ る。
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IIア ル ヴ ァイナ の 「堕 落」 の始 ま り

① 黒い男性グラ八ムとのつき合い

アルヴァイナは,25歳 になるまでは両親や家庭教師の ミス ・フロス

トの影響力を受けていて,真 の 自己が眠ったままの状態であ り,ウ ッド

ハウスでは影が薄か った。30代 の ミス ・フロス トはキ リス ト教的愛 の

精神をアルヴァイナに吹 き込もうとして,そ れは表面的には成功 したか

のようであったが,最 終的には彼女の試みは敗北する運命にある。それ

は,ア ルヴァイナが官能性を生 まれつき備 えた女性であったためであ

る。 このことは彼女が 「古 くか らの知識」(ancientsapience:22)を 持っ

ていた ということか ら分かるのである。 ウッドハ ウスがキリス ト教(組

合教会派)の 習慣 と教えに染まっているため,ア ルヴァイナも小 さい頃

から日曜学校へ週2回,礼 拝に週1回 の割合で通 っていた。 そ して ミ

ス ・フロス トは従順さと礼儀 親切などのキリス ト教的教えを彼女に伝

えようとする。 しか しアルヴァイナはそのような事柄に対 して生 まれつ

きな じまず,あ ざけりや皮肉っぽさや冷笑を秘めた人間 として描かれて

いる。 ミス ・フロス トは彼女を子羊或いは鳩のように育てたかったのだ

が,ア ルヴァイナはときどき狼や子ガラスまたはカササギのような嘲 り

の笑い声 を上 げて ミス ・フロス トをびっ くりさせ狼狽 させ るのであ る

(21)。 アルヴァイナの反キリス ト教性は,ガ ーゴイルの表情を帯びてい

た(21),と い う描写か らも分 かる。 ミス ・フロス トは,こ れはアル

ヴァイナの真の姿ではない,と 考えるのであるが,実 はこれこそが彼女

の真の姿である,と ロレンスは考えているのである。アルヴァイナが,

キリス ト教的な考えを脱ぎ捨てて,最 後 には下層階級のチッチ ョと結婚

し放浪 してイタリアへ行き着 く姿には,反 キリス ト教的な彼女の真 の姿

が表われている。マンチェスターハウスの没落は,ア ルヴァイナが真の
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二
六
五

自 己 を 得 る た め に 欠 か せ な い こ とで あ っ た の で あ る。

ア ル ヴ ァ イ ナ が 徐 々 に 真 の 姿 を 表 わ して ゆ く過 程 は,彼 女 が23歳 に

な っ た と き,オ ー ス トラ リア 人 の ア レ クサ ン ダ ー ・グ ラハ ム とい う男 性

と恋 愛 を す る こ と に見 られ る。 彼 女 の両 親 と ミス ・フ ロ ス トや ミス ・ピ

ネ ガ ー は,グ ラ ハ ム が 気 に 入 ら な か っ た 。 それ は彼 が 官 能 的 な人 間 で あ

り,ま た イ ギ リス の 植 民 地 で あ っ た オ ー ス トラ リア の 出 身 者 な の で,イ

ギ リス の 中 ・上 流 階 級 の 人 間 た ち は 彼 を劣 っ た人 種 と考 え て い た た め と

も考 え られ る。 彼 は 「黒 い 血 」(darkblood:22)を 持 ち,「 黒 ち ゃ ん 」

(darkie:23)と 呼 ぼ れ て い る,と 書 か れ て い る。 グ ラハ ム は,ロ レ ン ス

の 作 品 に た び た び 登 場 す る 「黒 い 男性 」 な の で あ る。 彼 の この 官 能 性 は

ア ル ヴ ァ イ ナ に 訴 え る もの で あ っ た 。 彼 女 は グ ラ ハ ム を 愛 した の だ が,

周 囲 の人 々 が2人 の 結 婚 に反 対 した た め に,結 局 結 ば れ な か っ た 。 グ ラ

ハ ム は オ ー ス トラ リア へ 帰 っ て しま っ て い た た め,ア ル ヴ ァ イ ナ は見 か

け 上 は彼 を 忘 れ た よ うで あ っ た が,し か しウ ッ ドハ ウ ス の 若 者 た ち は彼

女 を 惹 き つ け ず,彼 女 は心 の底 で は グ ラハ ム を 思 っ て い た こ とが,彼 女

が い つ も彼 の 写 真 を 見 て い た と い う こ とか ら分 か る。 ウ ッ ドハ ウ ス の 若

者 た ち は,彼 女 に は平 凡 な存 在 か 或 い は 中 身 が 空 っ ぽ で あ る と思 わ れ て

魅 力 が 感 じ られ な か っ たの で あ る。

ミス ・フ ロ ス トは,ア ル ヴ ァイ ナ が グ ラハ ム と結 婚 しな い よ うに仕 向

け て お き な が ら,彼 女 の 好 き な よ う に す れ ば よ い,と 口 で は 言 っ て い

る。 こ こ に は ミス ・フ ロス トの偽 善 性 が 表 わ れ て い る。 ミス ・フ ロ ス ト

の 特 徴 で あ る 美 しい 白 髪 は この と き薄 汚 れ て い た,と 書 か れ て い る。 こ

れ は 彼 女 の 偽 善 性 を 表 現 して い る の で あ る。 ま た 彼 女 の 名 前 で あ る

"Frost"は 「霜
」 の 意 味 で あ りア ル ヴ ァ イ ナ の 生 命 を枯 ら して し ま う人

間 で あ る こ とを 暗 示 して い る。 そ して ア ル ヴ ァ イ ナ の 母 親 も ミス ・フ ロ

ス トも,自 分 を 与 え る こ とが 出来 な か っ た(tosubmit:26)こ との た め

に か え っ て 人 生 に負 け た とい う こ とが 書 か れ,ア ル ヴ ァイ ナ が 自 己 を与
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『アル ヴ ァイ ナの堕 落』 論

えることこそが彼女の勝利につながるということが分かる。つ まり母親

や ミス ・フロス トは男性 を愛 し愛されるという官能性を知らないことが

人生の敗者である理由なのであ り,彼 女たちの不幸の原因なのである。

そしてアルヴァイナが 自分を 「与 える」 ことこそが 「堕落す る」(lost)

ことの1つ の意味なのである(序 における"Lost"の5つ の意味の うち

の① に相当す るもの)。 ミス ・フロス トは,ア ルヴァイナが グラハムと

結婚 してオース トラリアへ行って しまうことに恐怖を感 じてお り,こ れ

は彼女の屈折した愛を感 じさせる。つまりミス ・フロス トは男性 との正

常な愛を確立することが出来なかったためにアルヴァイナに異常に執着

する同性愛的な女性なのである。

② 助産婦見習い

グラハムとの事件が終わって以後,ア ルヴァイナはマンチェスターハ

ウスに留 まっていることに耐 えられな くなるが,こ れは彼 の影響であっ

た と思われ る。彼女はまたもや嘲 りの笑いをよ く浮かべ るようにな り,

ミス ・フロス トをいらい らさせる。ついにアルヴァイナは助産婦見習い

に行きたい と言い出し,周 囲の人々が反対するにも拘わらず これを決行

することになる。助産婦 という仕事は命の新生に直接関わる重要な仕事

であるが,彼 女の父親もミス ・フロス トもレイディーにはふさわ しくな

い と反対 したのである。 しか し,ア ルヴァイナは,今 やおおっぴ らに彼

らを笑い侮蔑 し,ど うしても実行す ることにしたのである。 この決行

は,中 ・上流階級の女性の生 き方を逸脱することなので,「堕落」には

この仕事を選んだ ことも含まれていると言える(序 における"Lost"の

5つ の意味の うちの①に相当するもの)。 アルヴァイナの胸の うちには

「小さな悪魔」(somelittledevil:29)が 存在 していたのである
。肉的なこ

とを嫌悪するキリス ト教の考 え方への批判が,こ の悪魔の存在 と助産婦

が結びついて表現 されていることか らも分かる。また,ア ルヴァイナの
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笑 いには,『虹』のアナやアーシュラの笑 いと通 じるものがあるであろ

う。それは既成の価値観への批判 としての笑いなのであ り血 と肉のある

生 き方の賛歌なのである。

ロン ドンのイズ リング トンで助産婦 として訓練を受けることになった

アルヴァイナは,同 僚 の看護婦や医者 と下品な話を し,医 者たちとい

ちゃつ くのであったが,以 前の痩せた青 白い容姿は消えて変わ りにぽっ

ちゃりと肉付きがよくなり顔色 も桃色になって明るくなった。そしてこ

れが真のアルヴァイナであることが分かるのである。作者は,ミ ス ・フ

ロス トの清純で高尚な精神性 は消え去 る時期が来ていると述べている。

その代わ りにアルヴァイナという紫色で真紅の花が咲 く時期が来たと述

べ る。

Alovelyedelweiss‐buttimeitwasgatheredintoeternity.Black-purple

andredanemonesweredue,realAdonisblood,andstrangeorchids,spotted

andfantastic.(36)

(美 し い エ ー デ ル ワ イ ス し か し摘 ま れ て 来 世 の も の に な る べ き

だ 。 黒 紫 色 と 赤 の ア ネ モ ネ が 新 し い 真 の ア ドニ ス の 血 。 そ し て 見 知 ら

ぬ 斑 点 の 付 い た 風 変 わ り な 独 特 の ラ ン の 花 が 登 場 す る べ き で あ る 。)

二
六
三

エーデルワイスは白い花であって,白 髪が強調 されているミス ・フロス

トを指 している。一方,黒 紫 と赤い血の色のアネモネの花は,ヴ ィーナ

ス との恋で有 名なア ドニスの花(異 教 の花)で あ り,こ の場合 はアル

ヴァイナの官能的な生き方を指 している。だが,ア ルヴァイナは,助 産

婦の見習いが終わってウッドハウスへ戻ってきた ときは,ま だ処女のま

まであった。彼女にふさわ しい男性はまだ これから登場するのである。

アルヴァイナは,助 産婦 としての訓練を終えてウッ ドハウスへ戻 って

きた後 に,産 婆 として短期間働 いた。彼女は産婆 として生計 を立てた
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『アル ヴ ァイ ナ の堕落 』論

かったのであるが,こ の仕事で金を儲けることがで きず計画は失敗に終

わった。 そして彼女が生命に関わる仕事から離れて,家 事 とピアノレッ

スンをする仕事を始めると,ふ っ くらとして健康そ うで快活だった彼女

は,再 び痩せて青白い不健康そうな地味な女性に戻 ってしまったのであ

る。彼女は24歳 になっていた。 これはマ ンチェス ターハウスの精神の

彼女への影響が,再 び大 きく作用 し始めたためであると考えられる。

この間にアルヴァイナの母親のクラリッサ ・ハフ トンは長い間患って

いた心臓病で亡 くなるが,こ のことに関 して,ロ レンスは一般的な女性

の生き方について批判をしている。つまり女性 は男性に幸せにしてもら

お うとしており,そ れが不可能であると分かると病気になるということ

であるが,こ れは男性に責任があるのではな くて,女 性の人生観 による

ものであるということである。

Sheexpectedtobemadehappy.EverywomaninEuropeandAmerica

expectsit.Onherownheadthenifsheismadeunhappy:forherexpectation

isarrogantandimpertinent.Thebe-allandend-alloflifedoesn'tliein

femininehappiness.(44)

(彼 女 は 幸 福 に し て も ら い た い と 期 待 し て い た 。 ヨ ー ロ ッ パ と ア メ

リ カ の ど の 女 も そ れ を 期 待 す る。 も し幸 福 に し て も ら え な い な ら ば そ

の 時 は 自 身 で 幸 福 を 勝 ち 取 る べ き だ 。 と い う の は 彼 女 の 期 待 は 傲 慢 で

厚 か ま し い も の で あ る か ら で あ る 。 人 生 の 究 極 の 目 的 は 女 性 の 幸 福 の

中 に 存 在 し て い る の で は な い 。) 二
六
二

アルヴァイナは親 とは異なった世代であ り,彼 女の運命 によって未来

に向かって新たな人生を見つけようとするはずであるが,ミ ス ・フロス

トはクラリッサに同情的で,や は り男性にその不幸の責任 を押 し付けて

考えるタイプとして描かれている。 ミス ・フロス ト自身も,肺 炎のため
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に ク ラ リッサ の 死 後 間 も な く逝 去 す る。 そ して彼 女 の 死 と共 に マ ンチ ェ

ス タ ー ハ ウス の 精 神 も死 ん だ と書 か れ て い るの で(52),ア ル ヴ ァ イ ナ

は,こ の 後 新 た な 自 己 を 発 見 す る こ と に な る暗 示 が あ る。 そ して ア ル

ヴ ァイ ナ は,ミ ス ・フ ロ ス トよ り も ミス ・ビ ネ ガ ー に 一層 共 感 を覚 え る

よ うに な って い た の で あ る。

WithMissFrostallwasopenness,explicitanddownright.NotthatMiss

Frosttrespassed.Shewasfarmorewell-bredthanMissPinegar.Buthervery

breedinghadthatProtestant,northernqualitywhichassumesthatwehave

aUthesamehighstandards,realy,andallthesamedivinenature,intrinsica皿y

Itisfineassumption.ButWilly-nlly,itsickenedAlvinaatthistime.(46)

(フ ロ ス ト先 生 に 関 し て は,全 て が は っ き り し て い て 開 放 さ れ た 状

態 で あ っ た 。 先 生 が 他 人 に 侵 入 し た と い う訳 で は な か っ た 。 彼 女 は ピ

ネ ガ ー さ ん よ り ず っ と育 ち が 良 か っ た 。 し か し彼 女 の ま さ に そ の 育 ち

は,我 々 は 全 員 が 同 じ高 貴 な 水 準 を 本 当 に 持 っ て お り,本 質 的 に 全 く

同 じ聖 な る 性 質 を 持 っ て い る と い う あ の プ ロ テ ス タ ン トの 北 方 的 特 質

を 持 っ て い た 。 そ れ は 素 晴 ら し い 仮 説 で あ る 。 し か し否 応 な く そ れ は

こ の 時 期 に お い て ア ル ヴ ァ イ ナ を む か つ か せ た 。)

二
六

一

ミス ・フ ロス トの心 情 は キ リス ト教 的博 愛 と献 身 と向上 の 気 高 い もの で

あ るが,ど の 人 間 に もそ の 基 準 が 絶 対 的 で あ る と して押 し付 け る こ とを

ロ レ ンス はア ル ヴ ァ イ ナ の 立 場 を 借 りて批 判 して い る と思 わ れ る 。 北 方

的 キ リス ト教 精 神 を 押 し付 け る こ とは 「虐 め と狭 量 さ」(46)で あ る と

書 か れ て い る。 ミ ス ・ビネ ガ ー に は,ミ ス ・フ ロ ス トの よ う な狭 量 と押

し付 け が ま し さ が な い の で,ア ル ヴ ァイ ナ は ミス ・ビネ ガ ー に 共 感 を 覚

え た の で あ る。

そ して この 頃 ア ル ヴ ァイ ナ は,父 親 が 経 営 す る ス ロ トル ・ヘ イ パ ニ炭
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『アル ヴ ァイ ナの堕落 』論

鉱 の 内部 を 見 学 す る こ と に な っ た 。 地 下 で働 く男 た ち は,む さ くる し く

グ ロ テ ス クで,地 下 は 墓 場 の よ うで あ っ た が,し か も ア ル ヴ ァ イ ナ は そ

こ に惹 か れ た と書 か れ て い る。

Itwasasifshewereinhertombforever,likethedeadandeverlasting

Egyptians.Shewasfrightened,butfascinated.(47)

(彼 女 は,死 ん で ミ イ ラ に さ れ た エ ジ プ ト人 の よ う に 永 遠 に 墓 の 中

に 閉 じ込 め ら れ た よ う な 気 が し た 。 怖 か っ た が 魅 惑 さ れ も し た 。)

そ して この 後,ア ル ヴ ァイ ナ は,世 界 は新 た な イ エ ス ・キ リス トを 求 め

て い る が必 要 な の は空 か ら降 りて くる救 世 主 で は な くて,地 下 か ら出 て

くる 「黒 い神 」(DarkMaster:48)だ と思 うの で あ る。 彼 女 は地 震 が 襲

い か か っ て くる の を渇 望 す る か の よ う に,ミ ッ ド ラ ン ドへ の郷 愁 を感 じ

る の で あ る。

Tofeeltheearthheaveandshudderandshattertheworldfrombeneath.

Togodowninthedebacle.(48)

(大 地 が 盛 り 上 が り震 え 下 部 か ら 世 界 を 粉 々 に す る の を 感 じ た い 。

総 崩 れ に な っ て し ま え ば い い 。)

筆者は,ロ レンスの 「黒い神」の思想の萌芽が第1作 の 『白孔雀』から

存在 していることを,そ してそれはキリス ト教文明への作者の批判であ

ることをこれ までに書いた論文で述べてきた。今述べたように,こ の

「黒 い神」の思想は 『アルヴァイナの堕落』 にも入 っているのである。

それが"DarkMaster"と い う言葉で表わ されてい る。 アルヴァイナは

炭鉱内部に降 りていって闇の不思議な異教的官能性に惹 きつけられた

が,A・ ニヴンは,こ の点に関 して,彼 女が炭鉱 内部で闇の力とその無

二
六
〇
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意 識 性 を 感 じた た め に,後 に チ ッチ ョに 惹 か れ る こ と に な っ た の で あ る

と述 べ て,彼 女 が 炭 鉱 内 部 へ 降 り て 入 っ た こ と の 重 要 性 を 説 い て い

るv)。

ミス ・フ ロ ス トが 死 ん で,ア ル ヴ ァ イ ナ が ジ プ シ ー の チ ッチ ョ と恋 を

して 結 婚 す る の は,彼 が 「黒 い神 」 の 使 者,つ ま り 「黒 い男 性 」 だ か ら

で あ る。

mア ルヴ ァイナの迷い

五
九

アルヴァイナが26歳 になったとき,ジ ェイ ムズの経営する炭鉱は破

綻 をきた し,彼 は個人経営 ホテルを始める計画 に夢中になるが,ア ル

ヴァイナとミス ・ビネガーにとっては,全 てを考慮 したときこの計画も

失敗に終わ るであろうと予測 されたので,2人 は様々な手段 を講 じて

ジェイムズに計画をあきらめさせる。 この間に,ア ルヴァイナは自分が

処女のままで一生を終えるのではないのかという不安に駆 られ,鉛 管工

のアーサー ・ウ ィタムの弟のアルバー トと一時的に付 き合 うことにな

る。アルバー トはオ ックスフォー ド大学出であ り南アフリカで校長を務

めていたが,学 位取得のために一時的に故郷のウッドハウスに戻ってき

ていたのである。彼 は,ア ルヴァイナの方が自分 よりも社会的地位が上

なので,彼 女 と結婚すれば自分の地位にも箔が付 くと考えている節が見

られる。 しか し非凡な性質を秘めているアルヴァイナには,彼 の慣習的

な生き方は受け入れることが出来ないものであると思われ,最 終的に彼

と決別をする。 アルバー トは彼女には退屈な男性だったのである。偽 り

の堕落を体験 しそうな彼女はなんとか踏み とどまった。彼 との結婚の想

定は本物の 「堕落」には至 らないだろうと予想 されたか らである。ゆえ

にアルバー トとの関わ りは題名の 「堕落」の意味からは除外 されるべき

である。一方で,こ のエピソー ドには,ア ルヴァイナの迷いが表われて
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『アル ヴ ァイナ の堕落 』論

いるので 「迷 った」 という"Lost"の1つ の意味が入っていると考えて

もよいであろう。

アルヴァイナはアルバー トと別れてから,マ ンチ ェスターハウスの重

みにますます押 しつぶ されそ うになる。 この頃彼女は30代 になってい

る。マンチェスターハウスが,古 い価値観の象徴 となっていると考 えら

れる。つ まりアルヴァイナは,淑 女なのである。それゆえ彼女は,独 身

だ としても仕事を持 って 自立する生き方,金 儲 けを生きがいとする生き

方には身を投 じる気になれないのである。 この時代 には,女 性が仕事を

生 きがい とするという考え方 はまだ世間で認め られていないのであっ

た。独身女性 は,オ ール ドミス とい う蔑みで見 られるのがおちで あっ

た。

Couldanythingbemoreinfradig.thantheperformingofasetofspecial

actionsdayindayout,foralifetime,inordertoreceivesomeshillingsevery

seventhday.Shameful!Aconditionofshame.Themostvulgar,sordidand

humiliatingofallformsofslavery:somechanical.(82)

(七 日 ご と に 幾 シ リ ン グ か を 得 る た め に 一 生 毎 日 決 ま っ た こ と を す

る こ と 以 上 に 品 格 を 下 げ る こ と が あ る だ ろ う か?恥 ず か し い!あ

ら ゆ る 奴 隷 状 態 の 中 で 最 も 粗 野 で む さ く る し く て 下 品 な こ と で あ っ

た 。 余 り に も 機 械 的 だ!)

仕事は,人 間を機械的な存在にするということをロレンスはアルヴァ

イナの心を代弁 して述ぺていると思われる。彼は,女 性が創造的な仕事

に携わる可能性について考 えるには至っていないのであろう。彼には,

人間が機械のようであることは最 も忌 まわしいこ とであ り,こ の時代 に

はその忌まわ しい状態が当たり前であることを批判 している。

しか しなが ら,生 きるためには嫌 な仕事 もしなければならない。 ま

五
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た,金 さえ儲 けられるならばなりふ り構わないという人間はいつの時代

にも数え切れないほ どいるのである。ジェイムズは,こ の頃70歳 になっ

ていてかなりエネルギーを減 らしていたが,な おも金儲けのために新 た

な仕事を企画す ることには積極的であった。それゆえビジネスで成功す

ることを求めていたメイ氏 とめぐり合い,彼 が支配人 となって映画館 を

経営することになったのである。アルヴァイナ とミス ・ビネガーはもち

ろん反対 したが,ジ ェイムズは聞 く耳を持たなかった。そしてアルヴァ

イナはこの映画館兼演芸場 「ハフ トンズエンデヴァー」で ピアノ弾きの

役目をすることになったのである。安 っぽい下品な映画館 の外観 と,観

客に混 じって芸人に怒鳴られなが らピアノを弾 くアルヴァイナの姿は,

まさに淑女から 「堕落」 した姿である。 しかしこれも彼女の偽 りの堕落

した姿に過ぎない。彼女はここで終わらない。 この 「ハ フ トンズエンデ

ヴァー」は,そ こで演芸をするためにナッチャ ・キイ ・タワラ座がやっ

てきて,そ の一座の一員であるチッチ ョと恋愛をする運命をアルヴァイ

ナに与えたのであった。

しか しジェイムズには,こ の映画館の経営は金儲 けのための ものであ

り,一 日の営業が終わった後で,観 客が落 としていった金を彼が1人 で

数える姿はひどく読者を嫌悪 させるものである。赤黒い青銅の硬貨 は血

を吸った蚤のよ うに膨れ上がっていると書かれ(112),作 者の金に対す

る嫌悪感が表われている。
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